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新
農
業
委
員
を

　
　
　
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
順
序
は
右
上
か
ら
議
席
番
号
順
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

 

就
任
あ
い
さ
つ　
　
農
業
委
員
会
長　

松
永　

晋
一

　

去
る
８
月
27
日
に
北
信
五
市

農
業
委
員
研
修
会
が
長
野
市
の

ホ
テ
ル
国
際
21
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
研
修
会
に
お
い
て
、
当
飯

山
市
の
丸
山
農
政
対
策
委
員
長

が
常
盤
ご
ぼ
う
の
普
及
に
係
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
と
題
し
て
事
例

発
表
し
ま
し
た
。

　

常
盤
ご
ぼ
う
の
歴
史
は
古
く

江
戸
時
代
（
天
保
年
間
）
に
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
、
最
盛
期
に
は

７
８
３
㌧
も
の
生
産
量
が
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
７
㌧
余
り
と

な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
25
年
度
に

同
士
２
名
と
Ｔ
・
Ｏ
ご
ぼ
う
部
会

を
設
立
し
作
業
能
率
の
向
上
を
図

る
た
め
、
掘
り
取
り
機
械
の
導
入

や
収
穫
し
た
ご
ぼ
う
の
一
部
に
つ

い
て
加
工
用
と
し
て
使
用
し
、
き

あしあと　7・8 月の活動記録
7 月 2 日 長野県女性農業委員の会総会（岡谷市）

8 日 農業委員会役員会

29 日 農業委員会総会

8 月 3 日 農業委員会初総会

10 日 農業委員会役員会

26 日 北信州農村女性のつどい（飯山市公民館）

27 日 農業委員会総会・北信五市農業委員研修会（長野市）

　

委
員
の
任
期
は
本
年
８
月
１
日

か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
の

３
年
間
で
、
新
農
業
委
員
に
よ
る

最
初
の
農
業
委
員
会
が
８
月
３
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

学
識
経
験
者
か
ら
選
ば
れ
る

選
任
の
５
名
が
市
長
よ
り
委
嘱
さ

れ
、
飯
山
市
農
業
委
員
選
挙
で
当

選
し
た
14
名
と
併
せ
て
19
名
の
農

業
委
員
に
よ
り
、
組
織
体
制
等
が

決
定
し
ま
し
た
。
新
役
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

会
長
に
松
永
晋
一
さ
ん（
秋
津
）、

会
長
職
務
代
理
に
月
岡
信
一
さ
ん

（
飯
山
）、
農
業
振
興
委
員
長
に
今

井
寛
さ
ん
（
木
島
）、
農
政
対
策

委
員
長
に
丸
山
和
義
さ
ん
（
常

盤
）、
情
報
委
員
長
に
渡
邉
敬
一

さ
ん
（
岡
山
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任

し
ま
し
た
。

小野沢 純夫（木島・下木島）
情報委員

松本  淳一（飯山・上町）
選任・情報委員

石澤 與一郎（秋津・上組）
情報委員

酒井 智恵子（太田・小境）
情報委員

荻原 育夫（外様・中曽根）
選任・農業振興委員

沼田 浩子（常盤・小泉）
農政対策委員

小林 喜美冶（秋津・北畑）
選任・農政対策委員

大口 今朝志（太田・北条）
農業振興委員

佐藤 弘子（常盤・小沼）
農業振興委員

服部 彰夫（外様・尾崎）
情報委員

小林 喜代春（瑞穂・戸那子）
農政対策副委員長

増山 正一（瑞穂・柏尾）
情報副委員長

小嶋 秀典（柳原・笹川）
農業振興副委員長

渡邉 照一郎（岡山・温井）
選任・農政対策委員

渡邉 敬一（岡山・桑名川）
情報委員長

丸山 和義（常盤・戸隠）
農政対策委員長

今井 寛（木島・野坂田）
農業振興委員長

月岡 信一（飯山・上倉）
会長職務代理・農業振興委員

松永 晋一（秋津・中山根）
選任・会長・農政対策委員

農地パトロール（農地利用状況調査）を
　　　　　実施しています

　農地の利用状況を把握することにより、農地の確
保と遊休農地化の防止を目的として、全国一斉に行
われるもので、飯山市農業委員会では10 月末まで
行います。

ん
ぴ
ら
は
も
ち
ろ
ん
チ
ッ
プ
状
に

ス
ラ
イ
ス
し
カ
リ
カ
リ
の
ス
ナ
ッ

ク
に
し
た
り
、
粉
末
に
し
て
ご
ぼ

う
茶
と
し
て
も
販
売
す
る
な
ど
生

産
か
ら
加
工
品
の
開
発
ま
で
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
た
い
へ
ん
感

銘
し
た
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
長
野
県
の
伝
統
野
菜
で
あ

る
常
盤
ご
ぼ
う
の
生
産
拡
大
に
よ

る
耕
作
放
棄
地
解
消
な
ど
に
向
け

ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
　

情
報
委
員
長　

渡
邉
敬
一

 

農
業
委
員
改
選
に
よ
る
新
役
員
が
決
定
し
ま
し
た

　
こ
の
度
の
農
業
委
員
の
改
選
に

よ
り
ま
し
て
、
農
業
委
員
会
会
長

に
再
び
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
浅
学

菲
才
で
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
精
一
杯
職
務
を
全
う
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
委
員

会
は
、
地
域
の
農
業
・
農
村
発
展

の
た
め
、「
優
良
農
地
の
確
保
と

有
効
利
用
」「
担
い
手
の
確
保
と

育
成
」
な
ど
農
地
制
度
の
適
正
執

行
と
農
業
振
興
に
向
け
た
政
策
の

推
進
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
28
日
農
業
委
員
会
法
の

改
正
案
が
参
議
院
で
可
決
成
立

し
、
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
施

行
さ
れ
ま
す
が
、
飯
山
市
農
業
委

員
会
の
業
務
は
３
年
後
の
任
期
末

ま
で
は
原
則
と
し
て
現
行
法
の
元

で
の
業
務
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
国
は
成
長
戦
略
を
実
行
す
る

た
め
規
制
改
革
に
関
す
る
第
３
次

答
申
を
踏
ま
え「
日
本
再
興
戦
略
」

推
進
に
当
た
り
阻
害
要
因
を
除

去
す
る
た
め
「
健
康・医
療
」、「
雇

用
」「
農
業
」「
投
資
促
進
等
」
お

よ
び
「
地
域
活
性
化
」
を
改
革
の

重
点
分
野
と
し
ま
し
た
。
農
業
分

野
で
は
競
争
力
・
魅
力
あ
る
農
業

を
創
り
農
業
の
成
長
産
業
化
を

実
現
す
る
た
め
農
地
の
集
積
・
集

約
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
単
位
農
協
が
主
役
と
な
っ
て

創
位
工
夫
を
発
揮
で
き
る
よ
う
①

農
地
中
間
管
理
機
構
の
機
能
強

化
②
農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
の

機
能
向
上
③
農
協
改
革
の
確
実

な
実
施
に
重
点
的
取
り
組
む
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

政
策
は
現
場
を
知
ら
な
い
官
僚
や

財
界
、
市
場
原
理
主
義
の
学
者
が

深
く
関
わ
っ
て
お
り
、今
ま
で
培
っ

て
き
た
家
族
農
業
や
農
村
地
域
を

破
壊
す
る
政
策
で
は
と
強
く
危
惧

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
で
は
大
幅
な
譲
歩
に
よ
る
決
着

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
地

の
米
・
養
豚
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
農
業
情
勢
は
厳
し
さ

を
増
す
ば
か
り
で
す
が
、
農
業
者

を
代
表
す
る
公
的
機
関
と
し
て
、

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
十
分
お
聞
き

し
活
力
あ
る
地
域
農
業
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

北
信
五
市
農
業
委
員
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た

丸
山
委
員
堂
々
の
事
例
発
表


